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  Ⅴでは全体のまとめとして本論文の総括を行う。 
 
 
２ 学位論文審査の要旨 
藤井真希は、博士後期課程において、絵画表現においてどのようにして形（かたち）
が生まれるのかという原点から出発し、美術史に残る過去の作品について、それぞれの
画家（作者）の作例ごとに視覚効果を探りながら、その作画方法を作り手である画家の
判断の根拠について分析・考察を導き出した。 
その結果を踏まえ、絵画構造が持つ積層から生まれる自らの絵画の創造を目指し、再
現的描写によらないかたち（形）の創出について、技法材料の研究による自らの絵画プ
 ロセスをもとに導き出した申請論文と作品を提出した。 
絵画における根本的要素、点、線、面から導かれる形がどのように生まれるのかをま
ず述べ、形によって平面である絵画の中に組立てられる空間の把握が可能であることを
的確に指摘した。 
次に、過去の作例において取り上げた中から、まず、吉原という画家の独特の視点に
より生み出されている線と点を再考する２点に言及しているが、これは藤井の提出作品
群の最後に完成した「還」にその考察が大きく反映されているものと言えるのではない
だろうか。 
古典絵画における分析を述べながら、グレコにおける下地と絵の具による描画がもた
らしている表現効果、近代絵画においてはセザンヌやマチス等におけるそれぞれの効果
について絵画を構成する積層構造から分析し指摘している。それらの指摘は、藤井の考
える下地と描画層という大きな構造区分、レイヤー（積層）から自身の絵画を創世させ
るという手法の発見につながる。博士前期において研究した技法材料への取り組みがそ
の出発点にあり、その研究と考察を継続した結果によるものと考えられる。 
油彩画という技法材料の特性に眼を向けることから導き出された藤井の作画法は、点
から面へという絵画における基本的要素を基点とすることにより成立しており、その作
画構造に独自性を見出すことが出来る。高低差を持った点の集積と、その上に流される
乾性油を主体とした透明度の高い油絵の具を流すことにより作られたレイヤー層によ
る画面である。その乾燥時間は、安定硬化まで数ケ月を要するものであることから、作
品についての最終判断は時間経過が作り上げる結果を待たなければならない事実があ
る。現時点での判断は主査副査の作画実践の経験により導き出した予測による。 
以上により、藤井真希の博士学位申請の作品及び論文は博士の学位を与えるのに十分
であると結論した。 
 
